
【商品名】 

《日本古典への招待》万葉集  前期講座  第 1 回～第 7 回  

 
【価格】 

10,500 円（税抜） 

 

学び直しも、新たな学びも。 

パソコン・スマホ・タブレット等を使って、全国各地お好きな場所でお好きな時間に、どな

たでも何度でも受講できます。 

ぜひお気軽にご受講ください。 

 
【商品紹介】 

●本動画はストリーム配信です。 

 

●内容紹介 《日本古典への招待》万葉集 前期講座  

◆講師：多田一臣 （国文学者・東京大学名誉教授） 

 

JPオンライン講座『万葉集を読む』 

 

 『万葉集』は、現存するわが国最古の歌集で、二〇巻からなり、約四五〇〇首ほどの和歌

が収められています。いまから一三〇〇年ほど前に作られたとされます。 

 『万葉集』には、奈良時代の宮廷文化を背景とする世界が展開されています。当時の宮廷

文化は、私たちが想像する以上に高度な洗練を見せており、また時として猥雑さを帯びてい

たりもします。言い換えるなら、実に多様なありかたをうかがうことができます。 

 この講座では、まずは『万葉集』の概要についてお話をし、その上で、時代の流れに沿い

つつ、主要な歌人の作に焦点を当ててみたいと思っております。この講座を御視聴いただく

ことで、『万葉集』の世界の全容を理解していただけるはずです。 

 

 

 

第一回 『万葉集』とはどんな作品なのか 

 『万葉集』がどのよう作品であったのかをながめていきます。まずは成立の事情のあらま

しについて触れ、さらにその和歌の分類方法、いわゆる三大部立とされる雑歌・相聞・挽歌

とは何を意味するのかについて考えていきます。古代の人びとが、死をどのように捉えてい

たかについてもお話しします。その上で、さらに、寄物陳思歌などのありように触れ、古代

の和歌の表現構造の本質がどこにあったのかについて考えたいと思います。 

 

 



第二回 額田王 初期万葉の時代 

 万葉の夜明けともいうべき時代、それを一般に初期万葉の時代と呼んでいます。その時代

を代表する歌人が、額田王でありました。額田王は、それまでの呪術的な世界とつよく結び

ついていた歌を、そこから切り離し、宮廷詩、つまり宮廷の和歌としての新たな性格を与え

ました。和歌の歴史において、きわめて重要な役割を果たした歌人といえます。その代表作

である「近江遷都の歌」「春秋判別歌」などを、丹念に読み解いていきます。 

 

第三回 柿本人麻呂① 

 柿本人麻呂は、『万葉集』最大の歌人といえます。和歌の歴史の中で人麻呂の果たした役

割はさまざまにありますが、とりわけ長歌の様式を完成させたことが重要です。一方、人麻

呂の実像は謎に包まれており、その存在は伝説化されてもいます。人麻呂の終焉の歌の中に

その伝説化の一端を探り、さらには壬申の乱で廃墟と化した近江京への鎮魂の意味を込め

て歌われた「近江荒都歌」を取り上げ、その背後の事情とともに詳しくお話ししてみたいと

思います。 

 

第四回 柿本人麻呂② 

 柿本人麻呂の活躍した時期は、持統天皇の時代とほぼ重なります。人麻呂は、宮廷歌人と

して、持統天皇の意を受けた作を、数多く作っています。持統天皇の最大の政治的課題は、

その後継者として、孫の軽皇子を定めることでした。その意を体して作られた、「安騎野の

遊猟歌」、さらには持統天皇の吉野離宮行幸に際して詠まれた「吉野讃歌」などの宮廷儀礼

歌について、その背後の事情とともに詳しくお話ししてみたいと思います。 

 

第五回 柿本人麻呂③ 

 柿本人麻呂についてお話しする最後に、やはり宮廷儀礼歌に位置づけられる宮廷挽歌を

取り上げます。さらに、宮廷社会を背景とはしていますが、人麻呂の私的な世界を描いたと

される「石見相聞歌」「泣血哀慟歌」を取り上げます。後者は亡妻挽歌の始発として位置づ

けられている作です。そして、最後に『万葉集』の重要な素材となった謎の歌集「柿本人麻

呂歌集」について、お話ししたいと思います。文字表記の上で著しい特色をもつ歌集です。 

 

第六回 高市黒人と山部赤人 

 この回では、柿本人麻呂以降の歌人として、高市黒人と山部赤人について取り上げます。 

高市黒人は、人麻呂にやや遅れて現れた宮廷歌人ですが、とりわけ旅の歌に大きな特徴を持

ちます。旅の孤独と愁いとに初めて形を与えたのが、この黒人でありました。一方、山部赤

人は黒人よりもさらに遅れて現れた宮廷歌人です。自然描写に優れ、しばしば叙景歌人と評

されますが、自然の背後に潜む霊的な意志にまなざしを向けているところに大きな特徴が

あります。 



 

第七回 高橋虫麻呂 

 柿本人麻呂が長歌の様式を完成させた後、長歌の表現は、人麻呂の亜流であるところか

ら、なかなか抜け出せませんでした。そこに、新たな風を送り込んだのが高橋虫麻呂です。

虫麻呂は、旅と伝説の歌人と評されますが、とりわけ伝説を歌った歌に大きな特徴を持ちま

す。歌の内部に語り手を設定し、平安時代の物語文学の草子地を思わせるような手法で、伝

説の世界を歌い上げています。真間手児名の歌、葦屋のうなひ娘子を歌った歌などを取り上

げます。 

 


